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オリンピックと並ぶ世界最大のスポーツイベントであるFIFAワールドカップ・サッカー大会が

02年6月に日韓共催で開催された。前回のフランス大会に続く日本チームの出場で、日本国内で

の関心も極めて高いものがあった。

一過性のイベントではあるが、かつてない短期集中的かつ全世界からの来訪、国内に分散し

た10カ所の会場への移動、開催地やキャンプ地からの情報発信、国際交流、ボランティアなど、

観光振興・地域振興面からも注目すべきイベントであった。

本調査はワールドカップ観戦のために来訪した外国人の実態を調査したものである。

●林俊介

ワールドカップ来訪者の概要
－来日した外国人観戦者数と実態－
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日本と韓国の共同開催で行なわれたワールドカッ

プ・サッカー大会の概要は以下の通りである。

正式名称：2002FIFAワールドカップ

主催：国際サッカー連盟（FIFA）

日本での主管：日本サッカー連盟（JFA）

開催期間：02年5月31日～6月30日（ただし、5月

31日はソウルで開会式と第1戦が開催され、日本で

の試合の初戦は6月1日であった）

日本での開催地：札幌市、宮城県、茨城県、埼玉県、

横浜市、新潟県、静岡県、大阪市、神戸市、大分県

の10カ所

日本での試合数：32試合

日本での32試合の合計入場者数：1,438,637人

日本での主要戦：6月30日の横浜での決勝戦

日本で試合をした国：19カ国（日本を除く）

（1）観戦に来日した外国人数の把握

ワールドカップ観戦を目的に来日した外国人及び

来日した大会関係者（大会役員、選手団・報道関係

者）数の公式の統計は無い。国土交通省は02年4

月末に、大会観戦を目的とした訪日外国人数を約

337,000人、大会関係者を約60,000人とした予測数

値を発表しているが、同省による大会後の検証はな

されていない。また、海外で発売された入場券数も

国際サッカー連盟（FIFA）から発表されていない。

そこで、

・02年5月と6月の国籍別訪日外国人数

・各国大使館が発表した観戦者数

の2つの側面から、ワールドカップ関係で来日した外

国人の概数を推計した。

（2）2002年5月と6月の国籍別訪日外国人数

通常は日本を訪問する外国人の7割はアジアか

らの訪問者で占められる。だが、サッカーファンが

多い国は主にヨーロッパと中南米であり、日本で試

合をしたのもヨーロッパが10カ国（アイルランド、イ

タリア、イングランド、クロアチア、スウェーデン、デ

ンマーク、ドイツ、トルコ、ベルギー、ロシア）、中南

米が4カ国（アルゼンチン、エクアドル、ブラジル、

メキシコ）、アフリカが4カ国（カメルーン、セネガル、

チュニジア、ナイジェリア）、中東が1カ国（サウジア

ラビア）とヨーロッパと中南米、そしてアフリカの国

が中心であった。

ワールドカップが開催された02年6月の訪日外国

人数を国籍別に01年6月と比較すると、アイルラン

ドが前年同月比2,548人増（伸び率は363.5％増）、

メキシコが前年同月比7,834人増（伸び率は649.0％

増）のように、普段は来日者が少ない国を中心に、

ヨーロッパで58.6％増、中南米で306.7％増、アフ

リカで98.5％増と大きく来日者が伸びており、この

増加分はワールドカップ関係者と推定される。

また、日本でのワールドカップの初戦は6月1日の

札幌（ドイツ対サウジアラビア）と新潟（アイルランド

対カメルーン）で、いずれも成田空港や関西空港な

どの国際空港から遠いこともあり、5月中に来日した

観戦者も多くいたものと推定される。たとえば、6月

1日に新潟で試合をした、サポーターが熱狂的で有

名なアイルランドについては、02年5月の来日数は

前年同月比4,510人増（伸び率は579.2％増）という

数字を示しており、多分4,000人以上のサポーター

が5月中に来日した様子がうかがえる。さらに、大会

関係者（大会役員、選手団、報道関係者）などの多

くは5月中に来日していると思われる。

そこでヨーロッパ・中南米・アフリカの国籍の訪日

者数の02年5･6月と01年5･6月との差は表1のよ

うになり、合計数は56,686人となる。日本で試合を

した主要国について、同様に02年5･6月と01年5･

6月との差の合計を示したのが表2の左の列になる。

（3）各国大使館が推定した来日観戦者数

大会中に新聞社が、日本で試合をする国の日本大

使館に来日予定の観戦者数を問い合わせ、各大使

館が推定する人数として回答した数値をまとめたの

2. ワールドカップ観戦に来日した外国人数

1. ワールドカップ大会の概要
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表1 02年5月・6月の地域別の入国者の差



が表2の右の列である。大使館の推定数そのもの

の妥当性の問題もあるが、入国者数の5月・6月の

差の合計数と比較すると、ほとんどがそれほど大き

くは異なっていない。

イギリスが倍ほどの開きがあるが、この大会の時

はイングランド代表が参加しており、大使館推計は

イングランドからの来日者数なので、イギリス全土か

らの来日者になると当然大きくなる。また、ドイツも

2,000名程度の開きがあるが、ドイツは決勝戦まで

残ったので、6月末になって来日する観戦者が増加

したため、大使館推計より増加したのではと推定さ

れる。

したがって、入国者数の5月・6月の差の合計数

から導き出した数値もかなり実態に近いものと考え

れらる。

（4）観戦に来日した外国人数の概数の推計

入国者数の5月・6月の差の合計数は56,686人で

あるが、02年の訪日外国人数そのものが年間で前

年比9.8％増と上昇傾向にあったので、増加分全部

をワールドカップのためとは言えないことと、02年5

月の1カ月全部の増加分までワールドカップによるも

のと言うには若干無理も感じられることなどを勘案

すると、ワールドカップ観戦に来日した外国人数は約

5万人程度と推定される。

（1）調査概要

①目的：ワールドカップ開催期間中に東京都を訪

れたワールドカップ観戦目的の外国人の実態を

把握するため。

②調査項目：日本滞在中の訪問地、滞在期間など

③調査個所：都内の5カ所の観光案内所（浅草雷

門前、有楽町、新宿、地下鉄浅草駅、地下鉄六

本木駅）、及び都内の16軒の宿泊施設（シティ

ホテル、ビジネスホテル、旅館、ユースホステル、

簡易宿泊所）

④調査方法：案内所の係員もしくは宿泊施設のフ

ロント係員が、アンケート用紙をお渡しして記入

していただく。アンケート用紙は英語・フランス

語・韓国語の3カ国語を用意し、調査対象者に

選んでいただいた。

⑤調査期間：02年5月24日（金）～6月30日（日）

⑥標本数：655票

（2）標本構成

①性別：男性80.9％、女性15.6％、不明3.5％

②年齢：表3参照

（3）国籍

回答者の国籍別では表4のように、約6割がヨー

ロッパ、3割が北中南米と、サッカーが盛んな地域

からの回答者が圧倒的になった。国別の1位はイ

ギリスで回答者の約1/3を占めた。2位はアイルラ

ンド、3位はアメリカである。日本での試合の有無に

関しては、表5のように日本での試合のある国から

の来訪者が8割を占めた。

3. ワールドカップ観戦に来日した
外国人の実態調査
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表2 02年5月・6月の国別の入国者数の差

及び大使館推計の来日観戦者数



（4）日本への訪問回数

日本への訪問回数の質問には、日本へ来るのは初

めてという回答が86.3％を占めた。国際観光振興

会（JNTO）の例年の調査では、日本に来る外国人の

内、初めての比率が毎年1/3程度なので、ワールド

カップ観戦のために極東の日本に、ヨーロッパや中

南米からいかにたくさんの人がわざわざ日本まで来

たかということがわかる。

（5）同行者

同行者に関する質問では表6のように半数が友人

と回答しているが、1/4は一人旅である。

（6）同行者数

自分を含めての同行者数は表7のように二人旅が

4割弱で一番多い回答となった。

（7）旅行形態

日本への来訪は旅行会社の募集旅行かどうかと

いう質問には、表8のように約2割が募集旅行だと

答えている。

（8）日本までの交通手段

日本への交通手段は表9のように圧倒的に飛行機

であった。

（9）日本への入り込み個所

日本への入り込み個所の質問では、東京都内で

の調査だったこともあるだろうが、表10のように約

9割が成田空港であった。

（10）滞在日数

日本での滞在予定日数の平均は17.7日（回答者数

第4編　訪日外国人旅行者の増加に関わる調査研究

76

  
  

    
    
  

  
  
   
  
  

表5 日本で試合の有無による国籍構成

 
  
  
  
  

 
  

表3 年齢構成
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表4 国籍構成

 
   

   
  
  

   
   

  
 
 

表6 同行者（複数回答）



は511名）。回答者数の多い上位3つは14日が85

名（回答者数の16.6％）、15日が50名（同9.8％）、

16日が35名（同6.8％）だが、30日以上という回答

も72名（同14.1％）いる。また、7日以内の滞在は

52名（同10.2％）で、1週間以内の滞在は1割しか

いないことになる。

国際観光振興会（JNTO）の00年の調査では訪日

外国人旅行者の平均滞在日数は8.0日なので、ワー

ルドカップ観戦者はその2.2倍の期間、日本に滞在

していることになる。

（11）日本での宿泊地

日本での滞在地を尋ねた質問（複数回答）の回答

上位10カ所が表11である。ワールドカップ開催10

カ所のうち7カ所が含まれている。埼玉・茨城・静

岡は東京から日帰り圏と考えられたのか、宿泊地の

上位にはは入なかった。

日本の代表的な観光地である京都は約1/4が宿

泊すると答えている。関西以西のワールドカップ会

場への移動の際に、歴史的都市として海外で有名

な京都を宿泊地として選択した人が多いのではと

推定される。また、原爆被災地として有名な広島も

上位に入った。

（12）日本での立ち寄り観光地

日本での滞在中に立ち寄った、もしくは立ち寄る

予定の観光地（複数回答）の回答上位25カ所が表

12である。静岡を除くワールドカップ開催地の他

に、東京をはじめとして、京都、富士山、広島、日光、

鎌倉、奈良、箱根という日本の代表的かつ欧米人が

イメージする日本の典型的な観光地が並んだ。富士

山という回答は1割あり、やはり日本の代表的なイ

メージであることがわかる。

また、東京の具体的な地名として、浅草、皇居、

新宿、六本木、銀座、上野も挙げられており、こちら

も典型的な東京の観光スポットや繁華街が上位に

入った。

（13）日本滞在中の総予算

日本国内で一人あたり使う予定の金額の平均は

246,295円となった。平均滞在日数17.7日で割ると、

1日あたりは 13,915 円となる。国際観光振興会

（JNTO）の00年の調査では訪日外国人旅行者の日

本旅行中支出額の平均は約147,000円（1日あたり

約18,300円）なので、1日あたりの支出額について

は、ワールドカップ観戦目的の来訪者は平均的外国

人旅行者の3/4であるが、滞在日数の項目で見たよ

うにワールドカップ観戦来訪者の日本滞在日数は平
77

   
   
   
   
 
 
 
  
 
  

  
  

   

   
  
  

 
   

 
   

  
  

 
   

表7 同行者数
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表9 交通手段
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均的外国人旅行者2.2倍もあり、一般的には倹約旅

行の印象が強い。しかし、ワールドカップ観戦者は

滞在日数が長いだけに、総額で見ると平均的外国人

旅行者の1.7倍のお金を日本で支出していることに

なる。

ただし表13のように、年齢別に見ると20歳未満

や20代は平均よりも低くなっている。

また、10万円ごとに区切ってみると、100,000万

円以下の予算の人が36.2％と最も多く、2番目が

100,001円から200,000万円の21.3％となり、20万

円以下で半数を超える。平均滞在日数が17.7日で

あることを考えると、かなりの倹約旅行である様子

がうかがえる。ちなみに50万円以上の回答者は

9.1％であった。

（14）日本の全体的な印象

日本の全体的な印象を5段階評価で尋ねたら、

最上位の「極めて良い」が66.4％、「良い」が30.9％，

「どちらともいえない」が2.7％で、「悪い」「極めて悪

い」の回答はゼロで、きわめて好意的な回答が圧倒

的であった。

（15）来日前の行動

観戦チケットに関しては来日前に入手したという

回答が93.0％であったが、入手していないという回

答も7.0％あった。

東京の宿泊の予約を来日前にした人は88.5％で、

予約せずに来日した人は11.5％であった。約1割の

旅行者は事前の予約無しに東京を訪れていること

になる。

また、予約した人に予約方法を尋ねたら、56.8％

が宿泊施設に直接申し込んだと回答した。

（16）まとめ

以上の結果から浮かんでくる平均的な姿は、ヨー

ロッパや中南米から20代・30代を中心に、友人や

家族と一緒に、ワールドカップを観戦するために生

まれて初めて日本にやって来た。予算は246,000円

で17.7日間滞在し、試合の合間に観光もするが、行

くところは典型的な日本の観光地ばかり。しかし、

全体的には日本には大いに満足した、といったとこ

ろである。
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表11 宿泊地（複数回答）

  
  

   
   
   
   

  
  
  

    
    
  
  
    
  
  
  
    
  
    
    
  
    
    
    

表12 立ち寄り（予定）観光地（複数回答）

表13 日本滞在中の総予算

  
  
  
  
  
  

 


